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※本稿は，2023 年 2月 28 日に行ったプレス発表（https://www.aist.go.jp/aist_j/news/au20230228_2.html）を転載したものです．

ポイント

•	フィリピン海プレート上の海底地形である巨大メガムリ

オンにゴジラの名前が付けられた

•	ゴジラメガムリオンは，海底拡大時に形成された地球上

最大の深海底のドーム状地形

•	国際深海科学掘削計画（IODP）でゴジラメガムリオンの

掘削提案が科学評価委員会を通過し，掘削の実現に向け

て一歩前進した

概要　

国立大学法人東海国立大学機構名古屋大学大学院環境学

研究科の道林克禎教授，小原泰彦客員教授らの研究グルー

プは，国立研究開発法人産業技術総合研究所・国立研究開

発法人海洋研究開発機構などと共同で，東京から約	2,000	

km 南のフィリピン海プレート上の深海底にある，地球上

最大のメガムリオンであるゴジラメガムリオン（海上保安

庁，2022，2023）の掘削提案書を国際深海科学掘削計画

（IODP）に提案していましたが	（Ohara	et	al. ,	2020），今般，

IODP の科学評価委員会において同提案書の学術的価値が

高く評価され，掘削船運用委員会に提出されることになり

ました．これにより将来的なゴジラメガムリオンの科学掘

削の実現に向けて一歩前進しました．

ゴジラメガムリオンの掘削計画では，バックボーン海膨

と北テール海膨において，掘削によるはんれい岩やかんら

ん岩などの深成岩の回収を目的とし，フィリピン海プレー

トの形成過程への理解が進むことが期待されます．

開発の社会的背景

メガムリオンとは，海底拡大に伴う大規模な正断層に

海底地形にゴジラの名前！？
―フィリピン海プレート上の巨大メガムリオンの掘削の

実現に向けて前進―

よって，海底面にマントル物質などが露出したドーム状の

地形の高まりで，その表面に畝状の構造を持つことが特徴で

す．ゴジラメガムリオン地形区は，東京から約2,000	km南

のフィリピン海プレート上にあり，2001年，日本政府によ

る大陸棚画定調査の際，沖ノ鳥島南東方で発見されました．

その大きさは，東京都の面積の約3倍，他のメガムリオン

の約10倍もあり，現在見つかっているメガムリオンの中で

は地球上最大のものです．そのため，その巨大さから，東

宝の映画の怪獣「ゴジラ」の名が引用され，命名されました．

ゴジラメガムリオンは，この地形区内の特徴的な海底地

形を対象に，同地形区をゴジラの身体に見立て，腕（アー

ム），脚（レグ），尾（テール）等，ゴジラの身体の部位の名

称が付与されています．これらの名称は，世界の海底地形

名を標準化するための海底地形名小委員会においてゴジラ

メガムリオン地形区として承認されました．	

ゴジラメガムリオン地形区は，海洋科学において非常に

重要な研究対象です．道林克禎教授と小原泰彦客員教授

は，これまでに産業技術総合研究所や海洋研究開発機構を

はじめとした国内外の研究機関と共同研究を進めており，

フィリピン海プレートの組成・構造に関する重要な研究成

果を得てきました．	それらの成果をふまえて，2018 年に

ゴジラメガムリオンを掘削する科学提案書を国際深海科学

掘削計画に提出し，科学評価委員会による審査が継続して

いました．今般，2023 年 1 月に開催された科学評価委員

会において本提案の学術的価値が認められ，高い評価で受

理されて掘削船運用委員会へ提出されることになりまし

た．ゴジラメガムリオンの掘削提案では，バックボーン海

膨（図の GM-02A）において 720	m まで，北テール海膨（図

の GM-05A）において 250	m まで掘削して，フィリピン海

プレートの深部物質の回収を目指しています．これにより

フィリピン海プレートの形成過程の理解が進むことが期待

されます．	
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弧海盆，フィリピン海プレート，大陸棚確定調査，海底
地形名称委員会，掘削計画提案，J-DESC，IODP
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用語説明

◆	国際深海科学掘削計画（IODP：International	Ocean	

Discovery	Program）

平成 25 年（2013 年）10 月から開始された多国間科学研

究共同プログラム．日本（地球深部探査船「ちきゅう」），米

国（ジョイデス・レゾリューション号），ヨーロッパ（特定

任務掘削船）がそれぞれ提供する掘削船を用いて深海底を

掘削することにより，地球環境変動，地球内部構造，地殻

内生命圏等の解明を目的とした研究を推進している．	国内

の窓口として，大学と国立研究機関が中心となって設立さ

れた日本地球掘削科学コンソーシアム（J-DESC）が，地球掘

削科学の推進や各組織・研究者の連携強化を目的として活

動している．	

◆科学評価委員会（Science	Evaluation	Panel）

第 1図　ゴジラメガムリオン地形区の掘削候補地点



GSJ 地質ニュース Vol. 12  No. 8（2023 年 8 月）          225

巨大メガムリオンの掘削の実現にむけて

国際深海科学掘削計画の下に設置された，科学掘削の提

案書の学術的価値を評価するための委員会．ここで受理さ

れた提案書は，上位委員会である掘削船運用委員会へ提出

され，実行可能な掘削提案が選抜され，運航計画に組み込

まれる仕組みとなっている．	

◆海膨

周囲の海底から緩やかにかつ全体としてなだらかに隆起

している幅広い高まり．地形の規模や成因に関係なく形態

で名付けられる．	

◆海底地形名小委員会

国際水路機関とユネスコ政府間海洋学委員会によって共

同で設置された，世界の海底地形名を標準化するための学

術的な委員会．世界の海洋底に分布するメガムリオンの中

で，その名称が本委員会からの承認を受けて国際的に登録

されたのは，このゴジラメガムリオン地形区が初めて（海

上保安庁，2022，2023）．

謝辞 : 本研究は，日本学術振興会，産業技術総合研究所，

海洋研究開発機構，東京大学大気海洋研究所の支援のもと，
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